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湯布院地域の景観まちづくり

――住民と行政が一体となった景観まちづくりの軌跡――

本田 正明

昨年から大分県由布市で景観マスタープラン策

定のお手伝いをさせていただいている。

由布市は、2005年に挾間町・庄内町・湯布院町

が合併した市である。湯布院地域（旧湯布院町の

こと、以下同じ）に景観の計画がなかったのかと

意外に思われる人もいるかもしれない。よく知ら

れているように、湯布院地域には「潤いのある町

づくり条例」などがあり、地域と行政が一緒にな

ってまちづくりを進めてきた。しかし、以前、糸

乘が記事にしたように（よかネット81号,2006.

5）、まちの中心部で、土地利用の変換が進んで

いるのも事実である。

豊かな風景を維持するため、これまでどのよう

な取り組みが行われてきたのか。そして現在、ど

のような問題が生じているのか、マスタープラン

の策定にあたり、地元関係者のヒアリングや資料

を通じて見えてきた湯布院地域の景観面での状況

を紹介したい。

●温泉地なのに温泉街がない湯布院地域

湯布院地域の景観の特徴は、なんといっても由

布岳と由布院盆地の地形に集約される。初めて訪

れたとき、まるで巨大なスタジアムのようだと感

じた。盆地内の田園はグランド、周囲に広がる森

林は、まるで観衆がひしめくスタンドのようであ

る。バックスクリーンには、雄大な由布岳が構え

ている。

スタジアム内ではどこからでもバックスクリー

ンを見られるように、由布岳の眺望が得られる視

点場も多い。また、湯布院地域では温泉源がある

一定の場所に集中するのではなく、盆地のあちこ

ちにあるので、温泉地なのに温泉街がない不思議

なまちだ。

まちづくりの中心的存在である中谷健太郎さん

がある対談の中で、「地域の中に旅館がバラバラ

に組み込まれたことで、俺たちは最初から地域の

中にある宿屋という形で出てきた」と述べている

ように、地域があって初めて旅館が成り立つとい

う発想があり、早くから農家やお店の人や旅館の

人などが一緒になってまちづくりを進めてきてい

る。

●住民と行政が一体となった景観まちづくり

景観に関わる取り組みの発端は、1970年（昭和

45年）の猪の瀬戸湿地でのゴルフ場建設計画であ

る。これを期に「由布院の自然を守る会（後の明

日の由布院を考える会）」が地元に組織され、自

然の美しさを守ろうという運動が行われた。自然

環境や落ち着いた生活環境を充実させ、由布院独

自の保養温泉地を目指す構想がこのころから芽生

え始める。

湯布院地域のすごさは、自然環境や景観の保全

への取り組みの早さもさることながら、事業者と

西日本新聞 昭和47年１月14日

観光開発に許可制 湯布院町 業者ときびしい協定

（一部抜粋）

・「美しい自然とすぐれた環境を維持するという町の

方針に従い、開発に対する町の希望を全面的に受け

入れ、開発事業は事前に町の承認をえることとす

る」とうたい、開発事業のすべてについて環境保全

と住民保護の立場から町当局が事前にチェックでき

ることになった。

・①土地造成は現在の地形を最大限に利用することを

原則とし、やむを得ず切り取りや盛り土をした場合

は芝をつけるか、周辺の景観にマッチした木をうえ

る②建て物の外部や屋根の色はできるだけ原色を避

け周辺の景色に適合させる③新設道路は既存の道路

と連結させ、地域住民の生活に支障をおこさせない

ようにする－などきびしい条件がもられている。

よかネット No.94 2009.4
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行政と地元住民とが、開発の是非について、その

都度活発な議論を行い、折り合いをつけてきた積

み重ねの厚さにあると思う。湯無田高原の開発計

画（昭和46年）や中心部での大型観光ビル建設計

画（昭和58年）などが持ち上がるが、その都度協

議が行われている。

こうした協議や協定の背景のもとに、自然環境

での乱開発の防止を目的とした「自然環境保護条

例（昭和47年）」や大型ビルやマンションの規制

を目的とした「住環境保全条例（昭和59年）」が

策定されている。

由布院の自然を守る会が当時発行していた町造

り誌「花水樹」には、新聞切抜帳という覧で西日

本新聞の記事を紹介している（左頁参照）。

今でもここまでの協定を結ぶのは大変なのに、

オイルショックより以前の高度成長期にこれほど

の内容の議論を行っていたことには、驚くほかな

い。私も地元の会議に参加させていただいたが、

行政の人たちと地域の人たちが相談し、合意形成

を図るということが当たり前になっていることに、

湯布院地域の地域自治の歴史の深さを感じた。

1980年代に始まるリゾートブームでは、殺到す

る開発申請に対応するため、「自然環境保護条

例」と「住環境保全条例」を一本化し、より詳細

な規則を盛り込んだ「潤いのある町づくり条例」

を策定することで対応してきた。

「潤いのある町づくり条例」には、近隣関係者

等の理解（条例第18条）と、町づくり審議会によ

る事前協議（条例第19条、第48条）という項目が

よかネット No.94 2009.4

資料：国勢調査

由布市観光統計

９階建ての予定の建物を５階の高さに（用途も湯布院の風紀
を乱さないものに一部変更）

街道沿いにある雑木林のポケットパーク

ネットワーク

湯布院地域の景観まちづくり年表と産業動向
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あり、開発を行うには、周辺住民や地域の理解を

得ることが原則となっているが、こうした仕組み

は、地域の人々が景観やまちづくりに関心が高い

からこそ成り立つ仕組みであり、また、住民が地

域のことに責任を持つということにもつながって

いる。

湯布院地域の取り組みは、規制ばかりではない。

湯の坪街道では、家を建て替える際に建物を道路

から少し引いて建て、空いたスペースにクヌギを

植えるなどの取り組みを地道に行ってきた。雑木

林のポケットパークや川の護岸に這ったツタなど、

当たり前のような風景も地域の人たちの取り組み

の積み重ねによってできた風景がいたるところに

存在する。また、由布院の建築物のデザインとま

ち並みに対し、創り守るべき風景イメージを形成

しようと「ゆふいん建築・環境デザインガイドブ

ック（2000年）」の作成なども行われている。

●ミクロとマクロな問題が同時に進む

しかし、冒頭に書いたように、湯布院地域が抱

えるまちづくりや景観面での課題も多い。私の周

りにも湯布院ファンは多いが、素朴な田舎の風景

のあった昔の湯布院を知る人から「湯布院はだい

ぶ変わってしまった」という声をよく聞く。一番

変わってしまったのは、やはり自然環境だと思わ

れる。５年前頃から湯布院の宿泊客数は、減少し

ているにも関わらず、旅館・ホテルの件数・収容

人数はまだ増え続けている。特に近年は、広い土

地が安く確保でき、都市計画の規制のない山間部

での開発が増えており、緑の減少が進んでいる状

況である。

また、他の農村地域と同様、農家の高齢化や担

い手不足が深刻になっており、草原や田園の維持

が難しい状況になってきている。まちの中心部で

も、チェーン店などが増加しており、地域性のな

い形態意匠や色彩の建物が増えたり、屋外広告物

の氾濫が目立っている。

湯布院の景観まちづくりの課題は、由布院盆地

に分散立地することで吸収してきた観光開発が、

緑や水田の減少という形で顕在化してきたという

マクロな問題と、まちの中心部の派手な店舗や看

板の氾濫というミクロな問題が同時に起こってい

ることである。

今回の由布市景観マスタープランでは、両方の

問題に対応するため、旧町単位の地域ごとに景観

協議会を立ち上げ、由布院盆地での景観計画や都

市計画、まちづくり条例を活用したルールづくり

を進めるとともに、地区ごとのより細やかな問題

に対応したルールづくりも並行して進めることに

している。すでに湯布院地域の景観協議会では、

相当議論がなされ、湯の坪街道周辺地区の景観計

画や協定などの具体的な動きも既にあるが、その

ことについては、別の機会に紹介したい。

●由布院に学ぶべきは景観形成のプロモーション

由布市で景観の調査を進める中で、「景観とは

主観である」ということを強く感じた。本稿では、

由布市の中の湯布院地域、それも由布院盆地内の

ことを中心に書いているが、大分市に近く、産業

構造も異なる庄内地域や挾間地域では、景観への

スタンスがまったく異なっている。同じ湯布院地

域でも湯平地区と塚原地区ではまた違いがある。

しかし、由布市の景観マスタープラン策定委員会

でも座長をしていただいている東大の西村先生が

著作の中で述べられているように、景観のルール

は「地域の合意形成というボトムアップのプロセ

スを経ない限り、民間に対するあらゆる制限はで

きない」ものである。

そうなると、湯布院のように景観に対する民意

が育たなければ、実効性のあるルールはなかなか

つくれないことになる。行政がいかに熱意があろ

うとも、地元の関心がなければ、まったく無意味

であるし、またその逆も同じである。

湯布院地域の景観まちづくりに学ぶべきは、湯

布院に起こった景観の問題を機に、マスコミや地

域の人たちに景観への関心を巧みに喚起した景観

形成のプロモーションともいうべき啓発活動にあ

るのではないかと思っている。まちづくり機関誌

の発行や有名人へのアンケート調査、署名活動な

ど、話題づくりによる意識啓発と市民参加を促し

ている。

景観に関する問題が顕在化していたり、地元の

関心の高い地域では、ほとんど景観への取り組み

が進んでいる。現在、景観まちづくりを進めるべ

きは、景観の問題が生じているのに、まったくと

いっていいほど行政や地元の関心がない地域だと

思う。そうした地域にこそ、湯布院が進めてきた

ような景観への関心の喚起、民意の底上げを行っ

ていく必要があると感じている。

※地名・固有名詞の際に由布院、その他は、湯布

院と表記している

＜参考文献＞

・中谷健太郎編「花水樹 完全復刻版」グリーンツ

ーリズム研究所
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・光本伸江 「大分県湯布院町の「まちづくり」

と地方自治体の可能性（上下）」

・地方財務 1999年３・４月号 ぎょうせい

・西村幸夫 「風景論ノート」 鹿島出版会

・由布市商工観光課編「ふるさと ゆふいん物語」

由布市

見所が増え、市民の参加が進む

佐賀城下ひなまつり

愛甲 美帆

平成13年２月から始まった「佐賀城下ひなま

つり」は、今年で９回目を迎え、２月21日から３

月31日まで開催された。江戸・明治・大正の建築

物、佐賀市歴史民俗館やその周辺商店街をメイン

会場として、鍋島家ゆかりの明治、大正、昭和の

ひな人形や佐賀市在住の人形作家のひな人形など

が展示される。鍋島緞通、佐賀錦など伝統工芸や

お菓子など物産品の販売も行われる。期間中は、

様々なイベントも企画され、１年目の約４万人の

来場者は、翌年約７万人に増え、今では約10万人

が訪れている。徐々に見所が増え、訪れる度に、

もてなす側の市民の参加も増えている。

●取り組み・改良・充実で広がるひなまつり

右上の年表をみると、イベントが始まって、

市内外への認知が広がった２年を経た３回目以降、

市民の参加を呼びかける観光ボランティア養成講

座が開催され、見所として佐賀城本丸歴史館（佐

賀県）や佐賀市歴史民俗館周辺の旧家を活用した

玄米食のお店の開店、商店街に焼き物ギャラリー

佐賀座が開設されるなど順次新しい取り組みが行

われてきた。

市民の参加は、先に触れた第３回から観光ボ

ランティア養成講座開始が開始され、観光ボラン

ティアガイドが会場で案内をするようになった。

その３年後には講座の対象が佐賀バルーンフェス

タや観光事業者へ拡大されている。また、第７回

頃から団体よりも個人の訪問が多くなってきたこ

ともあり、第８回から個人客を対象とした定時ツ

アーも実施されるようになった。これ以外にも、

佐賀市文化連盟による茶のふるまいや琴の演奏、

市民のひなまつりに対する俳句がエリア内に飾り

つけされている。また、まちづくり団体がひなま

つり期間中独自に休憩所を設置したり、観光アク

ションプラン委員の発案で、佐賀の美味しい米で

つくったおにぎりと、各地域こだわりの逸品を使

ったメニューを週替わりで提供するおにぎりカフ

ェが設置されるなど、地域の参加の場も設けられ

ている。

観光行政の担当部署と市民との連携が地道に

つなげられ、佐賀を思う市民・事業者の気持ちが

これらの取り組みの広がりにつながってきたので

はないかと感じた。

●ご当地グルメ“シシリアンライス”

昨年、佐賀市のある喫茶店で昭和50年頃に誕

生したと言われる喫茶店での定番メニュー“シシ

リアンライス”というご当地グルメが打ち出され

た。“シシリアンライス”とは、温かいライスの

上に炒めたお肉と生野菜を盛り合わせ、マヨネー

ズを細く散らしたものが基本形で、各お店でアレ

ンジが加えられているとのことだ。現在20軒を越

えるお店で味わうことができ、観光情報誌や新聞

などで取り上げられ、台湾のテレビ局からの取材

お茶の提供や手作りの品が並ぶ市民団体の休憩所

ネットワーク
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もあったそうだ。今年のひなまつりでは「“シシ

リアンライス”はどこで食べられますか」という

問い合わせも多くなったようで、ひな御前などに

加え、ご当地グルメの登場で食事処の幅が広がっ

ている。ちなみにこの“シシリアンライス”、４

月４日は“シシリアンライスの日”として日本記

念日協会に認定されたそうだ。佐賀市を訪れた際

はこの味も楽しまれてはいかがでしょうか。

（あいこう みほ）

今年もまたやりました！

「糸島まるごと農学校」

－農家さんと都市のひとの身近な接点づくり－

本田 正明

糸島まるごと農学校は、①地元農家と九州大学

と都市住民の方々との交流を通じて、②農家や農

業の現状を知ってもらうとともに、③農薬を使う

一般的な農業から、有機農業、自然農まで、農の

多様性を幅広く学んでいただき、④参加者それぞ

れにあった「農」のスタイルを考えてもらうプロ

グラムとして昨年度より開催しています。

今年度は、地元農家による「野菜づくり実習プ

ログラム」に加え、九州大学の先生による「土づ

くり講座」や「自然農」や「みかんづくり」に取

り組む農家の野外講座、糸島地域への新規就農者

（有機無農薬栽培）の体験談や食の安全性への取

り組みを実践する養鶏家の話などの座学を実施し

ました。

参加者は福岡市を中心に約40人。年齢層は、20

代の女性グループから60代の夫婦まで幅広く、ど

こから情報を聞きつけたのか、遠くは大木町から

片道２時間以上かけて参加する人もいました。

弊社が支部事務局をしている（NPO）日本都市

計画家協会（9頁参照）の機関誌に、糸島まるご

と農学校の取り組みを寄稿しましたので、その内

容を一部加筆して紹介します。

●地元の農家さんと知り合いになれる場

食と農の大切さは、最近いろんなところで耳に

します。まちづくりでも「都市」と「農村」との

つながりが、重要視されつつあるようです。

都市計画や農地のルールも大切ですが、もっと

その手前の問題として、「都市のヒトと農村のヒ

トとのつきあいが離れすぎているのではないか」

という疑問があり、お互いのことをもっとよく知

りあえる場を草の根レベルでできないかという思

いで企画したのが「糸島まるごと農学校」です。

糸島地域は、福岡市から30分程度と近いので、海

や直売所を目当てに訪れる人は多いのですが、地

元の農家さんと接触する機会はほとんどありませ

ん。

野菜づくり実習のときにも、講師の山崎さんが

何気なく「稲わらが堆肥に使えますから、知り合

いの農家さんに貰ってください」といったところ、

参加者の「山崎さんしか知り合いの農家はいない

んですけど……」という反応で、先生も驚いてい

ました。

反対に、参加者の「なんで無農薬で野菜を作ら

ないんですか？」という素朴な質問に、「虫が増

えたり収穫量が減るから、キャベツ１個千円で買

ってくれるなら作るよ」と言われて、答えに困る

というような場面もみかけました。

それでも、講師が「わからないことがあったら、

いつでも電話してください」と参加者に電話番号

を教えたり、山崎さんが社長を務める直売所に、

野菜の様子を見るついでに挨拶と買い物をしてい

く参加者も多かったそうで、地元の農家と都市住

民が知り合える場をつくるという目的は、果たせ

たのかなと思っています。

●自分に合った農業のスタイルを見つける場

この農学校には、参加者向けのテーマとして、

「自分に合った農業のスタイルを見つけてほし

い」というものがありました。糸島地域は、大規

模営農があれば、減農薬農業、有機農業、自然農

など、さまざまな農業に取り組んでいる農家があ

ります。「糸島まるごと」という名前は、農の多

様性を幅広く学んでもらいたいという思いが込め

られています。

参加者は、土は耕した方がいいという話を聞い

た後、耕さない方がいいという人の話も聞くわけ

で、少々混乱しないかと心配しましたが、幸い問

佐賀市内だけで味わえるシシリアンライス

NETWORK
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題意識を持っている参加者が多かったためか、実

際に畑を見たり、農家さんの話を聞きながら「こ

のやり方がいいな」などと、自分なりの「農」の

スタイルを探してもらえているようでした。

野菜づくりの実習では、一反ほどの畑で、ブロ

ッコリーやキャベツ、タマネギなどの減農薬栽培

をしました。班ごとに管理してもらい、農薬を使

うかどうかは、各班の判断に任せました。どの班

も悩んでいましたが、「農薬に直に触れている百

姓が元気なのだから」「農薬を使わないなら、毎

日様子を見にくるぐらいの覚悟がいる」と言われ

て、使った班が多かったようです。

芽キャベツやオレンジブーケというカリフラワ

ーなど、めずらしい野菜もたくさんできたので、

近所の人に配るだけでは足りず、「遠い親戚にも

配り回って、とても喜ばれました」と、身近な交

流にも野菜が一役かってくれたようです。

●「農」のサービス産業化の可能性を探る場

農家の方々は、どうしても“情報やサービスを

売る”という感覚になじめないようで、イベント

でも芋掘りに豚汁などのお土産をたくさんつけて、

実費しか貰わないというようなことがよく見られ

ます。行政が関わる事業としては異例ともいえる

12,000円（全行程）の参加費をいただいたのは、

この農学校を通じて、農家さんに農業知識そのも

のに高い価値があるということに気づいてほしい

という思いがありました。“教える”という情報

サービスの提供であれば、加工品づくりよりも労

力がかからないので、高齢の農家さんでも講師を

してもらえます。また、農家と知り合いになった

ことで、直売所のリピーターが増えるなどの波及

効果もあるようです。高齢化が進む農村地域で少

しでも活性化のきっかけになればと思っています。

●今後の展開

今後の展開としては、農家の奥さん方から学ぶ

地元の料理教室やあぜ道の清掃などのデカタ作業

なども取り入れて、もっと農家の日常を学べたり、

協力する場ができればと考えています。

最終目標としては、糸島に定住する人、通いな

がら農業をする人などを増やしていきたいと思っ

ていますが、その道筋はまだまだ模索中です。そ

もそも私が都市計画畑の人間なので、農政のこと

は疎く、農地の確保などで行政の担当者に相当苦

労かけています。地元の熱心な協力があってなん

とか事業が行えている状況です。地元の方々との

信頼関係を築きながら、まずは、この農学校自体

を自立運営できるような体制にしていければと思

っています。 （ほんだ まさあき）

とれたて野菜を使った料理づくり班ごとでの畑の管理作業

ネットワーク

糸島まるごと農学校カリキュラム（2008年度）
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唐津市のまちなかの来街者の

動線をチェックしてみました

雪丸 久徳

佐賀県唐津市でまちなかの来街者の動線につい

て調査してみてみると、大きな特徴が見られた。

この調査は佐賀県唐津市のまちなか再生ユニバ

ーサルデザイン計画策定の一貫で行ったもので、

来街者に対して、どのようなルートでどこに行く

か（行ってきたか）など、主要な施設５カ所に調

査員を配置して聞き取り調査（実施日：昨年11月

29日（土）ほか）を行った。

唐津市のまちなかは、南側にJR唐津駅、中央部

にバスセンターがあり、この２つの交通拠点間に

商店街がある。主にまちなかの北側に、唐津城や

曳山展示場、旧高取邸といった観光施設が点在し

ている。まちなかの南側に位置するJR唐津駅を利

用して訪れた観光客には中心にある商店街を通っ

て、北側の各観光施設まで行ってもらいたいとこ

ろだ。

結果は図のとおり、人の動線軸は商店街とズレ

ており、歩いてもらいたいところを歩いてもらえ

ていない。現状は商店街の一本西側の道路を多く

の来街者が通っている。

駅前から商店街までのサイン・誘導の情報不足

（情報のバリアー）、商店街の南北軸線の延長上

に地下道があり移動しにくい（移動のバリア）、

商店街の魅力不足など、原因はいろいろ委員会で

も出されたが、まちなかの商店街を歩く来街者が

少ないことには驚いた。

特に駅の主要な出入口の位置や道路・横断歩道

との関係なども含めて、駅前からの商店街まで誘

導する仕掛けが不十分であることに問題があるよ

うだ。

今回の調査を通じて、あらためてまちなかの人

や車の動き誘導する仕掛けが非常に重要と感じた。

（ゆきまる ひさのり）

NETWORK

唐津市のまちなかの来街者の動き
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（NPO）日本都市計画家協会福岡支部

を設立しました

山田 龍雄

（NPO）日本都市計画家協会とは、都市・地域

計画の専門家、まちづくりに興味のある人、まち

歩きの好きな人など、住みよいまちにしたい、よ

りより地域社会を創りたいという思いを持ってい

る人が協力し、自主的に活動する団体です。

この団体は、1994年に任意団体として設立し、

７年間の活動を経て2001年８月に特定非営利活動

法人（NPO）となっています。現在では正会員、

賛助会員合わせて約630名が加盟しています。当

団体は、単に都市計画やまちづくりの専門家とい

われる人だけではなく、花植え活動をして美しい

まち並みづくりなど、普通によりよい地域づくり

に貢献している人々にも門戸を開いていることが

大きな特徴となっています。

この団体では、全国各地のまちづくり活動の

支援を行う「まちづくり企画支援」、会員たちが

自主的に興味あるテーマごとに研究を行う「まち

づくり研究会」、まちづくりに関しての知識や諸

問題について、一般の方々からの質問や相談を受

け専門家に答えてもらう「まちづくり相談会」、

今後の都市計画のあり方について政策提言を行う

「まちづくり政策提言」など、非常に幅広い活動

をしています。特に「まちづくり研究会」では、

中心市街地活性化研究会、美しいまちづくり研究

会、中山間地再生研究会など18の研究会が組織さ

れており、毎日研究会案内のメールが送信されて

きます。しかし、参加したいテーマはあっても東

京まで定期的に行くことできず、断念せざるを得

ないのが実情です。

全国に北海道、静岡、横浜、関西にそれぞれ

支部があり、九州でも以前から支部をつくる動き

があったのですが、なかなかきっかけがつかめな

く支部への組織化ができなく、九州内各会員（ほ

とんどが福岡市内である）の交流や九州として活

動が十分できていなかったというのが実情でした。

そこで、（株）醇建築まちづくり研究所の代

表である牧さんを中心に約３ヶ月の準備会を経て

昨年の12月13日（土曜）に設立総会を開催するこ

とができました。

黒川会長、笹原副会長、柳沢常務理事、土肥

事務局長の４名も出席していただき、設立記念講

演ということで柳沢さんに「都市計画制度の改革

の方向」というテーマでお話していただきました。

土曜日の午後１時過ぎからの開催にもかかわらず、

30数名の方々に参加をしていただき、無事に総会

を終えることができました。懇親会は、西中洲の

那珂川沿いに面した水炊き専門店「芝」で行い、

大いに盛り上がりました。

今後、福岡支部では「学ぶこと、そして次世

代を担う若手を育成すること」を目指して、定期

的な学習会を企画し、実施していきたいと考えて

います。

また、福岡支部設立をきっかけに会員同士の

交流が活発化し、知識や知恵の情報交換ができる

のではないかと思います。将来的には、福岡支部

で受託事業も行い、活動資金を確保していく必要

もあろうかと思っています。

冒頭に書いていますように、まちづくりは専

門家や素人といった隔たりはありませんので、興

味のある方は、是非、当社の方にご連絡ください。

（やまだ たつお）

赤レンガ館の一室にて設立総会を行いました

水炊きを囲んでも盛り上がった交流会

ネットワーク
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オチコボレの戯言

賢い人は読むな・その２

オチコボレとしての自覚を持った

出来事

糸乘 貞喜

●前回のおさらい、オチコボレが発生する社会の

仕組みとそのプロセス

私たちは、自分の身体の能力やパワーを、時間

切りにして売ってお金をもらって生きている。マ

ルクスが言うところの労働力という商品だ。最も

わかりやすいパターンが日雇い派遣（昔はニコヨ

ンなどといっていた）、契約派遣であるが、正社

員も、管理職も、経営者も基本的には働かないと

お金はもらえない。ケインズがいうところの活動

階級で、彼は金利生活者や投資家などを非活動階

級として分けたのです。ソ連や中国でも管理職や

経営者（マネージャー）は必要である。

私のオチコボレ論は、この世は①賃金・給与・

配当・利子などの収入が保障されている（かなり

の期間、長期、一生）レギュラーグループと、②

保障になる物を親から引き継いでいないし、自分

の運や能力や努力が及んでいないオチコボレに分

けられるということである。そして①と②のバラ

ンスは、時代趨勢の中で変化している。明治維新

と太平洋戦争の敗戦時(1945)は、ほとんどの日本

人がオチコボレになっていた。一方、敗戦の10～

5年前頃やバブル前の1985年頃からは、ほとんど

の国民がレギュラーに囲い込まれていた。

また、オチコボレ急増期は、パラダイムシフト

の転換期であり、労働力マーケットの拡大期でも

あるように見える。現在の日本の不況・オチコボ

レ急拡大は、労働力マーケットが世界の大半にま

で拡がってしまったことが原因である。

江戸時代以来、3～4000万人のマーケット(小宇

宙)で、労働力や消費の急増減なしに安定してい

た日本が、台湾・朝鮮・満州に拡大して戦争にな

った。今また、日米欧、ユーラシア、アジア、南

米までの、労働力市場の急拡大の中で、日本の非

熟練労働力を切り捨てざるをえなくなっている。

批評家的にいえば、「日本が、中国と同じ“モ

ノつくり”の土俵に乗ったらやっていけないに決

まっている」訳である。かくいう私も、ユニクロ

を買って日本を苦しめ、中国を応援しているわけ

ですから。

以上のことを図式的に書くと、300年間3000万

人のマーケット安定期――次の60年間にはマーケ

ット人口が１億～1.5億への変化過程――1945年

以降の60年間は当所の日米欧６億人ぐらいだった

のが、1985年頃からは40億人ぐらいに拡大して、

アメリカをも含めて、世界的なマーケットとエネ

ルギーの飽和混乱期に入った。それを図示してみ

ようと思ったが、人口の急拡大が上手く表現でき

ません。それほど現代の変化が激しいということ

でもある。

今後のこととして言うと、世界全体が江戸時代

の日本のようにならねばならないと思います。

●オチコボレを自覚①

失業保険の必要な人・要

らない人（1968頃）

地域計画コンサルタン

ト・コーディネーター数

人の会社にマネージャー

として就職した。マネー

ジとは「うまくやる」と

いうことなので、みんな

が「安心して仕事ができ

るように」と公的保険な

どにも入った。

するとＡ君が、給料日の

二三日後に「これはどう

いう意味ですか」といっ

て失業保険料のところを

オチコボレ論
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示した。私は「失業保険に入ったんですよ」と、

手柄顔で良いことをした気分で答えた。ところが

彼は「われわれみたいな、絶対に失業しない人間

まで、なぜ入れたんですか」と文句を言った。私

はしばし意味が分からず絶句した。しばらくして、

同じ零細企業にいても、国立大学の大学院を出て

いる人間と、私のようなオチコボレとでは、問題

に対する立場が違うのだな、と思った。

ついでにいうと、この４～５年後に彼は退職し

て失業保険をもらっていた。それは彼が次に会っ

た時、私に笑いかけながらいったから知っている

のである。私は一生、失業保険はもらっていない。

●オチコボレ自覚② 学位論文のこと（1973頃）

極めて面妖な体験をしたことがある。30年以上

前のことである。社内でドクター論文に取り組ん

でいた人が、それを仕上げた時のこと。明るい話

題のはずなのに、事務所内ではおおっぴらに話さ

れていない。ちょっと気になって論文をみると、

第一章は私の書いた文章の一字一句違わず丸写し

だった。図も注もそのまま使われていた。

私は心の広い人間ではないし、一言も本人に断

りなしに使われていることを、いい気分で受け止

めることは出来なかった。とはいえ、それを言い

立てると角が立つと思うので、おおっぴらに問題

をアピールする訳にもいかない。仕事も忙しいの

で黙っていたところ、大阪事務所で部下から声が

かかった。当時の彼は、われわれの会社で博士号

を持つ唯一の人間であった。

非常に明るい声で「糸乘さん、あの論文を、ド

クター論文に使ってもらえたやないですか」と声

をかけてきた。私は、いわれている言葉の意味は

十分分かったが、思考停止して絶句した。声が出

なかったので返事をしなかったように思う。

あとで私は、「違う世界に住んでいるのだな」

と思った。いずれにしろ「早く力をつけて自立で

きる様にしないと……」と考え、いつもどんな仕

事でも、別のやり方・新しい取り組み方を考える

ようにした。つまり、将来予測のためのデータの

組み合わせ方、グラフや表の作り方、今までにな

いデータの解釈、別の角度からみたコンセプトの

建て方、現在の状況から10年後20年後のニードを

どう見つけるか、などなど。

できだけ早く辞めよう、自立しようと思ったが、

実際は50才過ぎまでいた。その理由を格好よくい

えば、大阪事務所長としての責任、再開発事業や

地域計画などに携わり、私の仕事が増えて離れら

れなくなっていたからともいえる。しかしもう一

つ、オチコボレとしての私が、自立できるほど社

会的評価が得られるか不安があったからである。

大阪での仕事を重ねて、一応吹っ切る気になり、

アルパックを辞めて自分の小さい事務所を、大阪

の天神さんの近くに持った時、本当に身体全体が

軽くなったように思った。

そのオープンの時、多くの友人たちが、それぞ

れの思い入れのある酒や旨いものを持って来てく

れた。狭い部屋に入りきれないので、廊下に20人

ぐらいはあふれて立ち飲み状態になっていた。こ

れが後の「よかネットパーティー」の原型である。

早く自立しようと思った頃から、私の仕事のピ

ークは午前４時頃になった。その時間帯に、資金

繰りのことが頭に浮かんで飛び起きたり、悩んで

いた仕事のヒントを思いついたりして、メモをし

て30～40分考え、また少し寝るという習慣になっ

た。緊張感を持って悩んでいると、徹夜などする

よりも早く寝た方が効率が良く、寝ている間に脳

が勝手に働いていてくれて「朝の４時メモ」現象

は必ず起こった。この頃は、緊張感が欠けている

ので、朝４時メモの生産性は低い。

72才の現在は、緊張するだけのプレッシャーが

ないので、ほとんど「４時メモ」の生産が出来て

いない。つまり、オチコボレからも落ちこぼれて

いる。レールから外れていたし、思考時間消費量

に対する所得という時給効率はレギュラー社会の

人間に遙かに及ばないと思うが、"仕事を楽しむ"

というレベルでは、社会全体の中の上の部類にい

たと思っている。

●オチコボレ自覚③ レール人間は一神教、オチ

コボレは多神教（1980頃）

25年ほど前の経験。上場企業の役員や部長など

が参加する科学技術テーマの交流会で、ある企業

の役員をしている一人が私にいった。

「あなたのように勝手気ままに生きていたら、ま

ったく苦労はない。我々はどれだけ宮仕えの苦労

をしているか想像つかんでしょう」

「それはすこし意味が違いましてねえ、私には立

派な御宮さんが無いので、いろいろたくさんの御

宮さんに仕えているんですよ」

「まあ、一つとうまくいかん時は、休憩して別の

御宮さんの仕事をしたりして、気分を変えるので

気が楽な意味はありますね」といったら、相手は

キョトンとしていた。

レギュラーコースに乗っている人間は、宮仕え

おちこぼれろん
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の苦労は多いだろうが、道なき道を歩くことはな

い。しかし、一神教なので浮気はできない。一方、

私などのオチコボレは、気分がでない時は別の神

様にお参りしてもよい。当然、常日頃からあっち

こっちのお宮さんにも可愛がってもらえるように、

幅の広い“多神教”になっておかねばならない。

●オチコボレ自覚④オチコボレでも通る国家試験

（1988頃）

レギュラー社会のレール人間思考が出来ないヤツ

は、国家試験は通らないという話である。

これは実に楽しいオチコボレ体験だ。

「技術士」という国家試験がある。これはもと

もと理系の学部卒業者の資格で、文系は受験でき

ないことになっていた。ところが何となく、文系

でも受けられるようになったという話を聞いて、

２年目に書類を取り寄せ、受けてみることにした。

この試験はかなり難しいということになっていて、

合格率は10％あまりで、私の事務所内でも何回も

受けている者がいた。

ある時私の仕事机の近くに、日頃からよく一緒

に仕事をしている若い衆が、私を冷やかしに４～

５人集まってきた。

「糸乘さん技術士受けるんですか」

「うん、受けてみる」

「糸乘さんは絶対に通らない。受けてもムダです

よ」

「そうだ、そうだ、そうだ」

「絶対通らない、通らない」とみんなが声をそろ

えた。

「えらい厳しいことを言うなあ。それにしても

“絶対”とは何だ絶対とは。オマエラもちょっと

言いすぎだぞ」

「いや、言い過ぎじゃない、二つの根拠がある」

「えらいはっきり言うなあ。すまんが教えてく

れ」

「一つはね、まず“糸乘さんの字は読めない”こ

とですよ。もう一つはね、“糸乘さんはね、試験

というモノの本質”が分かっていないからです

よ」

「ひとつは分かった。字を丁寧に書くことにする。

ところでその試験の本質って何だ。教えてくれ」

字が読めないという件に関しては、全く脱帽であ

ったが、もう一つは納得できないので、聞いてみ

た。

「それはね、試験というものは試験を出した側を

満足させる回答を書くことなんですよ。ところが

あなたは、自分の考えを書くじゃないですか。そ

れで通るはずがない」

「そうだ、そうだ、いつも自分の思っていること

を書いて、人のいうとおりにはなかなかせん」と

囃す。

「なるほど、試験の本質ということはよく分かっ

た。だけど今更受験勉強をして、問題や解答を考

えても、ボクはそれに弱いから無理だ。今までの

糸乘スタイルで行く。どうもありがとう」

「絶対にムダですよ」と、なおダメを押した。

試験では、読める字を書かねばならないので、

時間がギリギリだった。この技術士試験のいいと

ころは、「あなたはどんな技術を持っているので

すか」というテーマが、最大の比重を持っている

ことである。

私は、都市再開発事業を進める中での、地権者

の権利調整の枠組み、意識の整理の仕方などの作

業手順や整理作業について、自分のやってきたこ

とを書いた。私としてはマネジメント技術、コー

ディネート技術というつもりであった。

筆記試験は通ったと言うことで、面接の日時の

連絡があった。「通ったみたいだよ」と悪ガキ連

中に言うと、「おかしいなあ、試験官がまちがえ

たんですよ」といった。また、同僚が「糸乘さん

でも通る国家試験がある、ということはいいこと

だなあ」といって喜んでくれた(ひょっとすると

馬鹿にしているようでもあるが)。

口頭試問に行ったら、三人の人が座っていて、

その一人が「えらいソフトな技術をやっておられ

るんですね」といった。私は「再開発をすすめる

時に、いろいろ悩みましてね」といいながら少し

説明をした。平成元年(1989)のことである。

この資格は、一級建築士よりランクが高いよう

「アルパック・ニュー
スレター」
（1984.1.1No３）

オチコボレ論
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に言われているけど、それほど商売に役立つもの

ではない。建設コンサルタントの事務所をやる時

にいるらしいが。しかし一応名刺に書けるので重

宝した。九州で仕事をする時、役所に名刺を持っ

ていったら、「技術士なんですか。糸乘さんは経

済学部ですよね」といわれた。「文系でも受けて

いいことになって２年目だったんですよ。うっか

り通ったのかな」と私はいっていた。後で聞いた

ところでは、県庁内に技術士(化学系？)は、一人

しかいなかったらしい。

「糸乘さんは絶対通らない。試験というモノの

本質を知らない」といってくれた若い衆は、私の

ことをよく理解してくれていた。うれしい想い出

である。

●オチコボレ自覚⑤ オチコボレ経営者がすすめ

た“超弱気経営”（1978頃～）

オチコボレが経営する場合の会社は、自分に自

信がないので、あるいは、自分が出来ないことや、

自分がしんどいと思うようなことは、従業員に

“やれ”といえないので「営業活動をすることが、

楽なようにするには、どうしたらいいか」を考え

ざるをえなかった。

とにかく、自分で良いと思えることはなんでも

やる。1975頃はオイルショック後のコンサル不況

で、決算が出来ない状況であった。世を挙げて節

約主義の時代で、会社の内部も互いに細かいこと

を言っていた。だが、それでは 前途がない。内

向きにならず、「外向き経営で行こう」と呼びか

けた。

コンサルは、批評するのは得意だが、営業は苦

手。営業活動を嫌な気分でやっていても、相手側

にその気分が分かってしまい、嫌がられるので効

果はない。「やりやすい営業」とは、行きやすい

所に行くことである。今までの仕事先に、様子聞

き（ご用聞き）に行くことは何とか出来るが、そ

れでもしんどい。

「いい気分で、ええ格好をしながら出来る営

業」はないかと考えてみた。それが、みんなが自

分で書いたものを載せた機関誌をつくることであ

った。

1983年に「アルパック・ニュースレター」

（No.0、B5版）を出した。ゼロから始めるである。

３号（前頁参照）で編集パターンが落ち着いた。

（1984.1.1No３）「近況」、「一知半解」、「ま

ちかど」などを設けて全員が書きやすいようにし

た。編集の型や“手作り感”は崩れているが、今

も一応続いている。

九州での「よかネット」の話。九州事務所を作

って本社でかなり応援していたが、３年ぐらいで

大赤字になり「専務が始末をつけよ」ということ

になった。もともと私は、関西から九州までの一

元管理は難しいので、応援はするにしても、九州

は別会社にして自立をめざすべきだと考えていた。

やむなく、別会社として再スタートしたが、ま

た３年ぐらいで不渡り手形が出ることになり、ほ

っておいたら本社もおかしくなるという状況で、

責任を被ることにした（詳しく書きたくないが、

私が個人保証で被ることになったのである。私は、

コンサルタント業では物品仕入れなどがなく、手

形は不要だと思っていた。人件費がほとんどなの

で手形を切るという資金繰りの仕方に馴染まない。

手形や小切手を作らずに、少し待って頂いて現金

振り込みにすればよい）。

私が社長として再々スタートした時、コネも知

り合いもいないので、所員の協力を得て、“人も

うけ活動”として、セミナーや、パーティー、さ

らにパンフレットづくりなどで、営業活動を広げ

ていった。その延長線上で始めたのが「よかネッ

パーティーでの配
付資料
「ひとネット・よか
ネット」
（1993.6）

機関誌
「よかネット」NO.１
（1993.1）

おちこぼれろん
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ト」という機関誌（1993.1）である。後にこれを

社名にした。

「ひとネット・よかネット」（1993.6）は、営

業の基礎となるネットワークを広げる為のパーテ

ィーでの配付資料。友人知人に頼んで九州はいう

に及ばず、日本中から「うまいもの」を集めた。

あちこちの名物を食べながら飲みながら「単にだ

べり、知り合いになる」という低コンセプトに徹

した。気が楽なので大好評。今も続いている。

「各地特産品・珍味一覧表」を見せたいぐらいで

ある。

私の人生は、超弱気の連続であった。「オレに

ついてこい」といえるほどのことが出来るはずも

なく、重苦しいような気分にならないように気を

つけた。ひとつひとつの仕事ごとに原価管理をし

たが、それをネタに文句をいったり、ハッパをか

けたりしたことはない。私自身がいわれるのが嫌

だから、超弱気で通した。この原点は、27歳の時

の倒産体験から来ている。誰でもその気になれば

２～３倍の力を発揮する、ということを感じてい

たからである。知的サービス業の場合は「超弱

気」こそが、企業の活力源になる。

ほとんど一生、オチコボレとしての自覚を支え

に生きてきた私が、この年になって、レール社会

のハシッコに入れて頂けた。それは厚生年金の受

給である。「オチコボレになったかな」と思って

いる若い人たちに言いたい。「外から見える上辺

の格好よりは、心の内面にプライドを持て」

次回は、＜人と同じことはしない。レギュラー

と競争しても負けるに決まっているから＞ ＜競

争する時は、勝つ方法を考えてからやる＞

（いとのり さだよし）

近未来の直売所の姿をみる

～内子フレッシュパークからり～

原 啓介

●内子フレッシュパークからりとは…

全国の直売所でも成功事例として有名な「㈱内

子フレッシュパークからり」は、特産物直売所、

パン工房・薫製工房・シャーベット工房・アグリ

加工場などの農産物加工施設、レストランからり

・あぐり亭などの飲食施設からなり、ぱっと見た

目は普通の「農産物直売所」。しかし、その中身

はおじいさん、おばあさん達がパソコンやＰＯＳ

システムを使いこなす「ハイテク直売所」なので

ある。以前から一度見てみたいと思っていたのだ

が、第一次産業の情報化に関する視察で、愛媛県

内子町にある農産物直売所「内子フレッシュパー

クからり」に行ってきた。

「内子フレッシュパークからり」は、農業の後

継者育成、農家所得の向上といったことを目標と

し、平成６年に、直売所の実験施設「内の子市

場」として開設された。その後売り上げは順調に

推移していったが、出品した生産者別に正確・迅

速な精算をしたい（運営者のニーズ）、直売所で

の販売情報をリアルタイムで知りたい（生産者の

ニーズ）、販売されている野菜が誰の手で、どの

ようにしてつくられたのかを知りたい（顧客のニ

ーズ）など、立場別の様々なニーズを満たすため、

販売情報を管理するシステム（ＰＯＳシステム）

による情報ネットワークを平成７年度に整備し、

その後２度にわたり情報システムの改良を加えて

いる。

●直売所の情報管理システム「からりネット」

この情報ネットワークは、「からりネット」と

呼ばれており、販売情報の管理と、出荷物の栽培

履歴の管理といった機能を持っている。販売情報

管理については、生産者が直売所に野菜を持って

きたとき、その日の出荷物の数量をあらかじめ入

力しておくと、直売所での野菜の売れ行きを自動

配信してくれるもので、生産者が直売所に足を運

ばずに、自宅のパソコンや携帯電話、FAXで確認

できる。そのため、在庫がなくなれば畑でとりた

ての新鮮な野菜を必要な分だけ素早く収穫・出品

できるというメリットがある。また、いつ頃、ど

れくらいの分量が売れたのかといった、これまで

の出荷品の売れ行きに関するデータが記録として

残っているため、意欲的な農家は日々の販売状況

を蓄積・分析し、効率的な出荷計画や作付計画を

直売所の様子。レストランや加工品売り場併設されている

オチコボレ論／見・聞・食
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独自に立てている。さらに、平成17年からは、全

ての出荷青果物に使用した農薬などの栽培履歴記

帳を出荷者に対して義務づけており、円滑な入力

とチェックができるよう、高齢者でも入力しやす

いキーボードや、所定の用紙に出荷物の情報を書

き込めばスキャナーでパソコン内に取り込むソフ

ト等を導入している。これらの栽培履歴は、消費

者が直売所内の専用端末で確認できるが、自宅に

帰った後でも「内子フレッシュパークからり」の

ホームページ上で確認することもできる。また、

生産者にとっては履歴記帳により農薬の過度の使

用を制限することでコスト低減が図れている。当

日説明してくださった「内子フレッシュパークか

らり」の高本厚美社長によると、「食の安心・安

全の確保については、このシステム立ち上げ当時

から非常に重視していたテーマであり、徹底的に

やると決めた」ということで、平成７年の導入当

初は「そこまでする必要があるのか」という声も

聞かれたそうだが、社長は「いつかそういうご時

世になる」と14年以上言い続け、やっとそういう

ご時世になったかなとおっしゃっていた。なお、

これらのシステム開発は、県内の企業が手がけて

いるそうだ。

●実験施設から地域産業の拠点施設へ

高本社長のお話しでは、町の実験施設として運

営を開始した後、平成９年に第３セクターとして

資本金2,000万円で㈱内子フレッシュパークから

りを創立。その後住民に出資を呼びかけ、現在の

資本金は7,000万円となっている。

直売所の販売額は、株式会社になる以前の平成

６年度に約４千万円であったのが、平成19年度は

４億５千万円と10倍以上に伸びており、同期間に

出荷者数は100人から412人へと約４倍、１戸あた

りの販売額は40万円から110万円へと２倍以上に

増加している。年間売り上げ700万円以上の農家

も７戸あり、現在社員を48名雇用している。また、

年間の利用者は70万人であり、地域の農業・雇用

の拠点施設となっている。さらに８割はリピータ

ーであり、来訪者の８～９割は町外から訪れると

いうことで、“外貨”をしっかり稼いでいる。

●成功体験と経営者意識

内子フレッシュパークからりでは、何台も並ぶ

パソコンの前で、高齢者が携帯電話をパタパタと

出荷情報を入力しており、その光景はさながら近

未来の直売所である。そして何よりすごいと思っ

たのが、生産者の方々の経営者意識である。直売

所の情報ルームにいたおじいさんが語っていたの

だが、意欲的な人達は日々の販売状況を蓄積、分

析し、より効率的な出荷計画や作付計画をたてて

いる。しかも、直売所のパソコンや携帯電話とい

った情報機器を活用し、栽培・販売履歴を調べ、

より多く売る努力・対策をした農家は売り上げが

向上するそうで、それを見た人が自分も使ってみ

る、といった感じで情報機器の利活用が浸透して

いる。農業への情報システムの導入により、効率

化を図るだけではなく、農家から農業経営者へ成

長するというプラスの波及効果が生まれており、

今後の農業の一部分を見た気がした。新聞報道な

ど様々なところで農業・サービス業は生産性が低

いといった意見を見聞きする。特に、農業就業人

口の約６割は65歳以上の高齢者であり、高齢者の

情報格差を解消することが農業の生産性向上に結

びつくと言われるが、実際はＩＣＴ（情報通信技

術）の利活用が進まない。私が関わる業務の中で

も、農業分野の情報化を進めるためにどのような

メリット・インセンティブがあればいいのかとい

う議論があるが、所得に直結するというのは現実

的・直接的なメリットであるからこそ、「内子フ

直売所の脇に設置された「生産者用の部屋」

お客さんが栽培履歴を確
認できるシステム

生産者が数量などを入
力するキーボード。文
字の配列を少なくする
などの配慮がなされて
いる

けんぶんしょく
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レッシュパークからり」の生産者は高齢であって

も意欲的に情報通信機器の活用に取り組んだのだ

ろう。

内子フレッシュパークからりは、高本社長の強

烈なリーダーシップのもと、試行錯誤しながら15

年をかけてこの仕組みを作り上げてきた。

今後、他地域において同様のモデルを導入する

にあたっては、農業・情報分野だけでなく、流通、

加工、販売といった多方面の機能にも目を配る必

要があると思われる。そのためには、地域の実情

への理解も必要であり、そういった広範なテーマ

への理解があるコーディネーターの存在が不可欠

であり、そのような人材がこれからの地域・農業

に求められているのではないかと思う。

（はら けいすけ）

宮若地域の家庭料理“チョンチョン”

はＢ級グルメのブランドになるかも ?！
山田 龍雄

当社では、現在、宮若市観光計画のお手伝いを

している。昨年の 月に市内の観光協会や旅館10
組合などの観光に係わる団体、市民代表、有識者

などから組織された委員会のメンバーの方々と市

内の主な観光資源を見て回わり、観光協会事務所

にて協会関係者の奥さんたちの手づくり田舎料理

（手打ちそば、がめ煮、コンニャク、漬け物、お

にぎりなど）をご馳走になった。この料理が、美

味しくて委員の人たちからも大好評であった。そ

の時の料理のひとつとして出されたのが、この地

域で昔から言われている「チョンチョン」という

ものであった。

●「チョンチョン」は若い人には伝わっていない

「チョンチョン」とは、骨付きの鶏を甘辛く煮

たものである。それ以来「チョンチョン」という

ネーミングの良さもさることながら、何とか「チ

ョンチョン」が地域のＢ級グルメの代表になる可

能性を秘めているのでないかと気にかかり、市役

所の若手職員３人ぐらいに「チョンチョン」のこ

とを聞いてみると、３人とも知らず、若い人には

あまり伝わっていないことが分かった。

●ラーメン店の裏メニューで出るチョンチョン

市内で普通に「チョンチョン」を出している店

もないということで非常に落胆していたのである

が、その後、宮若市の人から、旧若宮役場前のラ

ーメン店「来々軒」の裏メニューにあることを聞

いた。その後、役場との打合せの途中でもあった

ので、早速「チョンチョン」を求めて行ってみた。

運良く、「チョンチョン」を作っておられ、ラ

ーメンと一緒にいただいた。「チョンチョン」は、

市内視察の昼飯で食べたときに比べ、辛くてご飯

のおかずというよりもお酒のつまみに合っている

ように思った。店の奥さんに作り方を聞いてみる

と、親鳥の固めの身を１時間ぐらい煮て少し柔ら

かくし、その後、砂糖、とうがらし、酒、醤油で

適当に甘辛く煮るだけのことらしく、いたって簡

単な料理である。なぜ、「チョンチョン」という

のか、いつごろ「チョンチョン」と言いだしたの

がは定かではないが、この地域では鶏小屋のこと

を「チョンチョン小屋」といっていたらしく、鶏

のことを普通に「チョンチョン」と呼んでいたと

いう。これがネーミングの由来であるのは間違い

ないようだが、お店に来ていた年配のお客さんに

よると「本当の親鳥と若鶏との中間の鶏のこと」

と言われていたので、本当に身が固くなった古鶏

は使用しないのかも知れない。この辺のことはも

う少し調査研究が必要のようだ。

ちなみにこのお店のラーメンは、豚骨で白濁

ではなく透明スープで非常にあっさり味。値段も

円と納得の一品であり、天神にある有名ラー480
メン店と実質満足度（美味しいと感じた度合い／

コスト）を比べると倍ぐらいの価値はありそうだ。

（やまだ たつお）

佐伯市伝統料理

“ごま出し”のルーツを考える

山田 龍雄

大分県南部に位置している佐伯市は、黒潮と瀬

戸内海の潮流がぶつかりあう豊後水道を魚場とし

甘辛くて、お酒のつまみに合いそうなチョンチョン

見・聞・食
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ており、安くて美味しい寿司が食べられる地域と

して知られている。

この佐伯市で８年前にモデル市営住宅の基本計

画、基本設計からはじまり、実施設計までの一連

の業務を受けさせていただいた関係から、市内の

主な寿司店の美味しい寿司は堪能させていただい

た。この地域では寿司以外に魚を使った伝統的な

食べものがある。それが“ごま出し”である。こ

れは、焼いた魚（主にエソ）の身をほぐし、ゴマ

や醤油などの調味料を加え、ペースト状に仕上げ

たものである。一般的な食べ方としては、茹でた

うどんの上に、この“ごま出し”を好みの量（だ

いたいスプーン大で１～ 杯程度）入れて、お1.5
湯を注げいで作る「ごま出しうどん」が定番であ

る。私は、味噌汁を作るのが面倒なときは、お椀

に“ごま出し”、葱、豆腐などを適当に入れてお

湯を注いで作る“ごま出し”汁が好きである。魚

とゴマの香りがマッチして、なかなか素朴な味わ

いがある。

●地域ブランドとして取り組んだ“ごま出し”

私が８年前に佐伯市に行き始めた頃には、瓶詰

めの“ごま出し”を売っているメーカーは、２～

３件しかなかったのであるが、今では、なんと瓶

詰めを出している加工品店や食堂が20件、“ごま

出しうどん”を食べられるお店が10件程度に増え

ている。

“ごま出し”を作る店が増えた理由を「佐伯ご

ま出しの会」の会長さんに聞いてみると、５年ほ

ど前に食をテーマとした地域ブランドづくりのタ

ーゲットとなったのが“ごま出し”であり、これ

を機会に、市内の食品加工品店や食堂が自前の

“ごま出し”を作りだしたことで、多くの商品が

販売されるようになったとのこと。はっきりした

数字はつかめていないのであるが、会長さんの推

測によると、今では約２億円近くを売り上げてい

るのではないかとの話であり、“ごま出し”は充

分地域ブランド商品となっているようだ。

●“ごま出し”のルーツを考える

この“ごま出し”が、いつ頃、どのようないき

さつで考案されたのかを調べるため、市立図書館

の伝統料理の本をいくつか開いてみると、“ごま

出し”の作り方は掲載されているのであるが、謂

れなどが掲載されている本はなかった。そこで図

書館の職員さんにも尋ねても、「詳しいことはよ

くわからない」という返事であった。「佐伯ごま

出しの会」の会長さんにも、謂れを聞いてみると

「戦前からどこでも“ごま出し”といって食べて

いたみたいで、“ごま出し”という言葉がいつご

ろから一般的になったのかはよくわからない」と

のことであった。

しかし、佐伯市史の郷土料理のところをみると、

この地域の伝統料理として“さつま汁”が紹介さ

れていた。このさつま汁の作り方が非常に手が込

んでいる。その本によると「タイ、シロボウ、イ

トヨリなどの白身の魚を三枚におろして半分を刺

身にし、半分を焼いてほぐす。すり鉢で白味噌を

すり、このほぐした焼魚の身とまぜ、念入りにま

たすりつぶす。別に頭や骨などのアラを煮てだし

をとっておく。この半身でとった刺身を醤油でち

ょっとくぐらせて入れ、砂糖少々とゴマを適宜に

入れて混ぜると出来あがりである。やわめに炊い

たご飯にこれをかけて食べる。さつま汁は佐伯地

方のご馳走の一つである。・・・・」と記されて

いる。図書館の職員さんの話では“ごま出し”は、

このさつま汁を簡単にしたものであり、ルーツは

このさつま汁にあるのではないかとのことであっ

たが、いつごろ、「さつま汁」の変形型としての

“ごま出し”になったのかは不明である。この辺

のことをご存知の方がいましたらご一報ください。

●薩摩にない料理をなぜ「さつま汁」というのか？

「さつま汁」的な食べ方をするのは、九州では

宮崎（ただし、宮崎では冷汁と言って、どちらか

というと夏の料理）、大分県南部、四国西部地方

だけでのようで、四国でも「さつま汁」といって

いる。

しかし、本家の薩摩の方では、こんな料理はな

く、なぜ「さつま汁」というのかが、昔から不思

議であった。これについても佐伯市史によると

「茶碗の中の飯を箸で十文字にきって汁が浸み込

みやすくして食べたので、丸に十の字の薩摩島津

魚と胡麻の香りのする「ごま出しうどん」

けんぶんしょく
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家の紋所から、そう呼ぶという説がある」と記さ

れており、なんなく説得力がある。この説が本当

であるとすると、漁師さんなどが、ぶっかけ飯を

食べるときに、十字にご飯をきっている様子が浮

かんでくる。

骨の多いエソの有効活用として食べられていた

郷土料理“ごま出し”が、さらに地域ブランドと

して発展し、売り上げアップしていくことを期待

したい。 （やまだ たつお）

近 況

■特産品づくりの現場や素材を活かす料理づくり

の現場

地域の食、特産品・料理の開発による地域の活

力、雇用をつくるというテーマで、長崎の平戸・

松浦地域や福岡の京築地域などの特産品づくり

（既存商品の改良や新商品の開発）の現場や、地

域の農林海産物、素材を活かす料理づくりの現場

に足を運ぶ仕事に、ここ数年恵まれた。

特産品づくりについては、加工技術、パッケー

ジデザイン、マーケティング・経営など、複数の

専門家と一緒に現場に出向き、加工グループや事

業者などを集めた相談会を開催した。相談を受け

る側にも代表者だけでなく、できる限りたくさん

の人に集まって頂くことにした。上層部の人の考

えていることが全てではなく、現場の意見も大事

にしなくては、前に進んでいかないと思ったから

である。そうしたことで、一人の専門家ではなか

なか太刀打ちできない、引き出せない、様々な問

題・課題が引き出された。

・商品の美味しさや保存形態など加工技術にかか

わること

・商品の見せ方売り方などパッケージデザインや

ディスプレイにかかわること

・地域のどこでどういうものが売れているかなど

マーケットに関わること

・作り手が高齢化していて、その中でファンや担

い手をどうやってつくっていくかということ

・誰を相手にどう売るか、どう魅力を伝えるか、

販路拡大や販促方法に関すること など…。

もともとこの手の仕事は一人の専門家ではうま

くいかない、限界があると前から思ってきた。自

分の専門の範囲内で片付けてしまうからだ。

複数の専門家となるべくたくさんの当事者とい

うのがポイントで、代表者だけでなく加工場で働

くおばちゃんなど、様々な考えを持った人が同時

にその場に居合わせることで、そこから一つの解

決策、飛躍の糸口が見いだされる。そんな瞬間を

皆で共有するのが重要だと感じる。見ず知らずの

アドバイザーを入れてやる場合は特に最初が肝心

で、事業者とアドバイザーの信頼関係づくりが最

重要と思っている。

相談会や現場個別指導を通じて感じたのは、地

域内でもっと繋がりを持って協力しあえれば、今

ある課題が解決できたり、さらに上を狙えたりと

いうことが多分にあるということだ。ネックとな

っているのが、よく言われる"しがらみ"である。

「あそこばっかり儲かって…」と利害関係がうま

くいかないのか、アプローチしてないのか、地域

内で商売上の連携がとれていないケースが多い。

商品も売れて、事業者も活気づいて、好循環に

なって結果を出しているところは、地域内の生産

者から販売する側、行政が集まって、協議会を作

り、一丸となって取り組んでいるところだ。

一つの事業者や加工グループの力は小さくとも、

地域内での作り手から売り手まで集まれば大きな

力になると感じる。これからの特産品づくりは、

地域や命を繋ぐといったコンセプトで、高い目標

をたてて、貪欲に取り組むことが要ると思ってい

る。

一方の地域食材を活用した料理づくりについて

は、この約１年はＪＡＬリゾートシーホークホテ

ル福岡の山並辰巳総料理長と一緒に地域をまわる

貴重な機会を何度か頂いた。山並さんは、地域の

食材を活用した料理や特産品づくりを出身地天草

や八女地域等で実践されており、八女の仕事を通

じてご縁があり、その後一緒に地域をまわる機会

が増えた。単に有名だからということではなく、

私なりには今後地元で採れる食材の活用といった

細かいディテールの話から、食を提供する組織を

運営する経営感覚までトータルでわかる人がこれ

からの地域の食を活かした地域づくりに必要だと

感じている。

飲食店を営む知人によると、一般的に店を経営

していくためには、従業員１人・時間当たりでみ

てどれくらいの売り上げが必要か［売上／人時］、

どれくらいの粗利が必要か［粗利／人時］など、

人件費を極力押さえながら、お客さんの満足度を

高める努力をしているそうだ。

例えば、『1日の売上高が５万円、その日の総

労働時間（従業員、パート・ア ルバイト含む）

見・聞・食／近況
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が10時間であったとすると、［売上／人時］＝5

万円÷10時間＝5000（円／人・時間）となる。売

上総利益率65％であれば、［粗利／人時］＝5000

（円）×0.65＝3250（円／人・時間）となる。

仮に人件費1500円（平均時給）で、人件費率を

売上高の30％以下に抑えたい場合には、どのくら

いの生産性が必要かについては、1500（円）÷0.

30＝5000（円／人・時間）となる。平均時給1500

円の水準であれば１人１時間あたり5000円の労働

生産性をクリアすればよい…。』

といったことなど、お店・業態・時間などに違い

はあるが、このようなことを管理し、経営が行わ

れているようだ。

今後、このような地域全体の“労働生産性を高

める仕組みをつくる”という視点が重要だと思っ

ている。労働生産性ということを意識しながら、

地域の雇用という切り口で考えると、仮に、農村

部で都市部の他産業並みの労働条件、賃金、年間

休日を確保しながら成長していくには、どれくら

いの値を設定する必要があるのかだとか、それを

クリアするためには何が必要か、どうすればいい

のか、といった考えにいきつく。また、都市部か

ら働き手や担い手を募集する場合にしても、労働

生産性という一つの指標があると、給料が高い・

安いにかかわらず、説得材料の一つにはなる。

飲食業界での労働生産性を高める方法を調べて

みると、ソフト・ハードの両面からの次のような

方法があるようだ。

A．QSCA（品質、サービス、清潔さ、雰囲気）の

レベルを高め、顧客満足度を向上させ、売り上

げをアップさせていく。

B．素材は捨てるところはないくらい無駄なく活

用するなど、働く人全員（従業員、パート・ア

ルバイト含む）のコストに関する意識を高める。

C．厨房内での仕込み作業の効率化などにより、

総労働時間を減らす。

D．ピークタイム時に少人数でまわせる厨房レイ

アウトで、働く人の数を減らす。

地域で食に関連する事業者を一括りとして考え、

レストランに置き換えてみて、知恵を絞り、地域

の現状の労働時間と人数予算内でできる限りQSC

を高める仕組みを組み立てる議論をする価値はあ

りそうである。

ムダを省き、効率よく働きながら、まちを訪れ

た方（お客様）に満足してもらうことを地域トー

タルで目指すことで、結果として、地域のリピー

ター客を増やし、新規客を獲得することで（客

席）回転率が向上し、地域に落ちるおカネ（売り

上げ）が増加する…といった地域全体の“労働生

産性を高める仕組みづくり”が重要と感じている。

（ゆきまる ひさのり）

最近、まち歩きが人気だ。本屋さんにいけば、

京都だけでも10冊以上のまち歩きの本があったり

する。私も、学生の頃景観の研究をしていたこと

もあり、街並みなどを見て歩くのがとても好きだ。

最近は、まちの歴史をできるだけ調べて歩くよう

にしている。そうすると、曲がりくねった道が実

は線路跡だったり、駅もないのに商店街が形成さ

れていたりする理由がなんとなくわかってちょっ

と得した気持ちになれる。

この本は、1990年以来ほぼ月１回のペースで、

2008年までの18年間、全国各地200以上の街を歩

いてきたTEKU・TEKUのメンバーが東京都内近郊の

街を16カ所ほど紹介した本だ。

特に魅力的と考える街を、「ラビリンスの街」

「歴史的な街並み」「界隈性のある街」「計画さ

れた街」の４類型から４つづつ紹介している。

残念ながら私自身、東京には滅多にいかないので、

知らない街や通りがとても多い。それでも本を読

むにつれ、街の雰囲気をもっと知りたくなる。か

といって東京にいく時間もお金もないので、どう

しようと悩んで思い出したのがグーグルのストリ

ートビュアーというツールである。これを使えば、

お茶の間にいながら、本を片手にまち歩きの疑似

体験ができる。下北沢の駅前広場や丸の内ビルの

スケール感やにぎわいの様子なども伝わってくる

ので、より深く楽しむことができる。私はぜひ下

北沢や千駄木の街を歩いてみたいと思った。

TEKU・TEKUのメンバーには、都市計画や建築の

専門家が多いこともあり、コラムには、それぞれ

きんきょう／ぶっくす

「 ま ち 歩 き ガイ ド
東京プラス」

TEKU・ TEKU 編
学芸出版社
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の街の土地利用に関する記述もふんだんにある。

まち歩きをしながら、都市計画やまちづくりの勉

強ができ、自分の好きな街を発見できる本である。

（ほんだ まさあき）

この本を手にして、まず最初に「あとがき」を

読み、ついで「はしがき」を読み「目次」を見渡

した。そして開いたのは1945年頃の敗戦の前後で

ある。田村さんは大正15年・昭和元年（1926）の

生まれで、私より10才年上である。同世代の人間

とはいえないかもしれないが、私はそのとき国民

学校３年生であったので、終戦の詔勅の声は記憶

に残っている。だから、同時代の本をみるときに

は気にしてしまう。

“柿の実る家の昭和史”という副題が付いてい

るように、これは「東京」という舞台を通した、

三代に及ぶ田村家の物語であり、田村さんの昭和

物語である。その舞台は東京市から始まっている。

「当時の東京は『都』ではなく、京都府や大阪府

と同じ東京府で、府の中に東京市がある。……昔

の江戸の範囲とほぼ同じでずいぶん狭かった。西

側の境は山手線より内側である」と書かれている

と「えっ」と思ってしまう。

田村さんが「自分の存在を最初に確認した場

所」である青山は、「住んでいた家の前の二間道

路、つまり幅3.6メートルぐらいの小さな道路の

向かい側は、もう東京市内ではなく、郡部」だっ

た。その郡部は渋谷町で、そこは、拡大する東京

によって人口が急増し、10万人にもなっていたと

聞いても、不思議な気がする。東京を歩いている

時、裏通りは狭くてうねうねと曲がっており、田

畑の畝道みたいだと思ったことがある。この本を

読んで、東京は昭和初年のスプロール地域だった

ことが分かった。気になって15万分の１の東京地

図を開いてみると、東側は埋め立て地で区画整理

されているが、西側は丘陵地へのスプロールのよ

うに見える。

その青山の歩いて行ける辺りに、田村家の親類

縁者の人びとが、多く住んでおられたようである。

“はしがき”に「よく見ると、戦前の東京は巨大

都市ではあるが、上下水道も整わないところが多

いのに、意外に人間的環境でもあった。もちろん

公害などはないし、水もきれいで、家族や親戚隣

近所も今よりずっと濃密な関係にあった。……道

というものは、基本的には人間が歩くためのもの

だった。だから休日の夕方などには、家族うち揃

ってよく散歩したのは豊かさのひとつの実例であ

る」と書かれている。

田村さんは「まちづくり」とひらがなで書き出

した人だと思う。都市計画というと道路計画・交

通計画・輸送計画のように見られ出したのを嫌っ

て書かれたのだと思う。この本は、昭和と重なる

時代に育ち、仕事をしてこられた軌跡が記されて

いる。読みやすく、昭和という時代の流れと、そ

の中での一人の、兄弟・家族の細部の暮らしが、

重なり、繋がっていて好奇心をくすぐってくれる。

終わりに、ひとつ注文のようなことを付け加え

たい。

田村さんが九州へ来られるという連絡があった

ので、よかネットの事務所へ寄って頂くようにお

願いした。調べてみると1998年の夏のことである。

私の魂胆は、「都市計画家とかコンサルタントが

生まれ始めた草創期の思い出話」をしてもらって、

この商売が決して安定した仕事ではないというこ

とを所員に聞かせたいということだった。もちろ

ん同業・異業の仲間にも声をかけ、事務所で15～

20人ぐらい集まって聞いた。

・多様な職歴が役に立ったこと

・まだソフトに金を払うという考えが無く、当時

はベンチャー起業だったこと

・文系でも理系でもなく、総合的な仕事をしたい

と思っていたこと

・1962年の暮れに、浅田孝のつくった「環境開発

センター」に参加して、ソフトに値段を付ける

仕事をやることになった

・次にソフト的な仕事を始めたのはアルパックで

はないのかな

・ソフトがビジネスになり出したのは、大阪万博

の頃から

など、懇談は多岐にわたって続いた。

何かの弾みで「コンサルをやっていくには何が

一番大事か」という話になった時、私も参加しよ

うと思って「原価管理をすることではないかな」

と割り込んだ。「コンサルタントの原価管理を最

「東京っ子の原
風景」
柿の実る家の
昭和史

田村 明
公人舎

BOOKS
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初に始めたのは淺田孝ではないかな」と田村さん

がいった。実のところ私は「アルパックでの私の

原価管理が一番最初ではないかな」と思っていた

のでビックリした。それを切っ掛けにして「原価

管理が大切論」が私と田村さんの間で続きだした

ので、もっと高尚な話を聞こうと思っていた参加

者は、違和感を受けたかも知れない。

注文というのは、この本にも淺田孝と環境開発

センターのことが出てくるが、出来れば民間の

「まちづくりコンサルタント」草創期のことを語

って頂きたい。対談でも、鼎談でも、懇談でもい

い。コンサルタントの初期の頃は、テーマもはっ

きりしない、お金ももらえるか分からない、契約

書の書き方もはっきりしない、成果品（リポー

ト）のイメージが発注側・受注側共にはっきりし

ない、人材もいない、採用しようとすると親にど

んな仕事をする会社かを説明しなければならない

等々、思いだすだけでも大変だ。その辺りのこと

を話しておいて頂きたい。（いとのり さだよし）

“食わず嫌い”という言葉がある。つまり、食

べないでなんとなく嫌いといった感情である。こ

れまで、どうしても「ロハス（LifeStyles Ｏf H

ealth Ａnd Sustainability）」という横文字に

なじめず、「ロハス」という文字が飛び込んでき

てもあえて記事を読もうとしなかったのは、正に

“食わず嫌い”であったのかも知れない。この本

は、たまたまある人から薦められて読んでみたの

であるが、読んでみると、「ロハス」はなかなが

幅が広く、味わいのあるものであり、この概念や

考え方を無視しては、これから消費社会をリード

する商品づくり、持続可能なまちづくりにとって

は不十分なものになることは確かなようだ。確か

に「ロハス」という言葉の概念は、一般の人にと

っては定義の幅が広くて、わかりにくい。もっと

わかりやすい日本語がないものかと思うが、これ

に当てはまる概念の言葉が今のところ誰も唱えて

いないのでやむを得ない。

この本は、「ロハス」という概念をわかりやす

く説明するとともに、ロハスの視点で起業家した

会社（結果的にロハス企業となった会社）、また、

ロハス的な考え方で進めているまちづくりの事例

などが取り上げているため、なんとなく「ロハ

ス」というものが、捉えられるようになっている。

この本で「ロハス」の主要分野としては①ヘルシ

ー・ライフスタイル（健康的な生活スタイル）、

②エコロジカル・ライフスタイル（環境に配慮し

た生活スタイル）、③オスタナティブ・ヘルスケ

ア（代替医療）、④パーソナル・ディベロッパメ

ント（自己開発）、⑤サスティナブル・エコノミ

ー（持続可能な経済）の５つがあり、広範囲にわ

っていると解説している。①、②、⑤は、「ロハ

ス」という概念に重なるイメージであり、わかり

やすいのであるが、③代替医療、④自己開発とな

ると少々遠い気もする。しかし、要は健康的な暮

らしを高めるための手段として代替医療（西洋医

学民間療法を統合していく分野）や自己開発（精

神向上のための教材、ヨガ・フィットネス、自己

啓発など）も必要であるではないかと思えば、う

なづける。また、この本の中で「ロハスビジネ

ス」として取り組んでいる企業を14ケースほど取

り上げているのであるが、ミッション型（あるべ

き社会を実現するためのもの）とフロンティア型

（世の中が後からついてきたもの）の代表例を、

それぞれ一つずつ紹介したい。

ミッション型では「婦人服ブランド～ＥＣＯＭ

ＡＣＯ」。これは清掃工場を視察をした折りにあ

まりに洋服が捨てられていることに驚いた岡正子

さんという長野県在住のファションデザイナーの

方が、トウモロコシのでんぷんから主にできたポ

リ乳酸を使った繊維を開発し、この繊維を使った

洋服をブランド化したものである。今では横浜元

町や三越本店、長野市内の商店街にもお店を出し

ているとのこと。

もうひとつのフロンティア型では「生活の木」。

この会社は、ハーブやアロマテラピーといった関

連商品を自社製造、販売している会社で、全国に

直営店80、提携店70、売上げも50億円を超える企

業となっている。現社長の重永さんは３代目であ

るが、創業は戦前で創業者の祖父は写真館経営、

２代目のお父さんは洋食器の開発、製造、販売を

しており、それぞれ全く違った業態である。この

ロハスビジネス

大和田 順子
水津 陽子

朝日選書

ぶっくす
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経営者は常に新しいことにチャレンジするＤＮＡ

があるとのこと。重永さんがハーブやアロマテラ

ピーをビジネス化しようと思ったきっかけが、高

校生のときにたまたまお父さんがハワイ旅行で買

ってきたおみやげが、当時、西海岸で流行ってい

た「ポプリ」や「ハーブティ」であったいうのも

面白いが、これを遊び感覚でビジネス化したとい

うから驚きである。詳しい話は読んでもらった方

がよいので、ここまでにしたい。他の事例もなか

なか示唆に富んでおり、何か商品開発を考える上

でヒントになりそうである。

いずれにしてもミッション型にしてもフロンテ

ィア型にしても「ロハス的な思考」が、環境に配

慮する、あるいは健康に気を遣う消費者に受ける

時代になってきているようである。確実に「ロハ

ス的な思考」の商品を選択する消費者が増えてく

ることを考えると、将来はロハスビジネスのマー

ケットは増えていくだろうし、競争も厳しくなっ

ていくであろうと考えられる。

（やまだ たつお）

第17回 よかネットパーティーのご案内

今年も“よかネタ・よか味（あじ）”で“ひともうけ”する、よかネットパーティーを開催します。

皆様の日頃の活動のお話・よかネタや、おすすめの一品・よか味を持ち寄って、楽しい“ひともうけ

交流”ができればと思っています。ご参加をお待ちしております。

日時：平成21年5月16日（土）13:00～15:30

場所：警固神社境内 神徳殿

※会場の都合上、調理・盛りつけスペースを確保

できませんので、「おすすめの品」がある方は、

盛りつけ済みの状態でお持ちください。

※本パーティーではできるだけごみを出さないよ

う、例年有田焼お皿を窯元に注文しています。

「ごみ軽減協力費」として1,000円のご負担を

お願いします。

３月20日に「玄界島しまづくり推進協議会」

主催の「復興から振興へ」というテーマのワー

クショップに参加するため、初めて玄界島に渡

りました。まったく昔の漁村のイメージは残っ

ていませんが、強い海風に当たり、また急な斜

面を上り下りすると、この地の自然の厳しさが

実感できました。なんと言っても感動したの

は、島の婦人部の方が作った食事でした。あぶ

ら鯨めし、めかぶのトロロ、あらだきは格別美

味しかったです。（だ）

毎月第２土曜日の朝、長浜の鮮魚市場が一般

開放されます。新鮮な魚や加工品が卸価格で買

えるので、毎回たくさんのお客さんで賑わって

います。女性や子連れもファミリーも結構見か

けます。新鮮な魚を買って帰って刺身で食べる

と最高です！皆さんもいかがですか。（ゆ）
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